
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０１

基盤研究(C)

2013～2011

クロロフィル分解経路の全体像の解明

Towards a comprehensive understanding of the chlorophyll breakdown pathway

２０３１１５１６研究者番号：

田中　亮一（Tanaka, Ryouichi）

北海道大学・低温科学研究所・准教授

研究期間：

２３５７００４２

平成 年 月 日現在２６   ６ １２

円     4,200,000 、（間接経費） 円     1,260,000

研究成果の概要（和文）：植物のクロロフィル分解経路の全容を解明することを目的として、100年前に発見されたク
ロロフィル分解活性を持つ酵素、クロロフィラーゼ(CLH)の局在と機能を研究した。CLHは液胞膜および小胞体に局在す
ることが明らかとなった。また、生細胞内のクロロフィル分解には関与せず、昆虫の幼虫などが細胞を破壊した際に、
活性を示し、植物の防御応答に関与していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：For better understanding of the chlorophyll breakdown pathway in plants, we invest
igated the function of chlorophyllase, a common plant enzyme that catalyzes the cleavage of chlorophyll to
 form chlorophyllide and phytol.  We found that this enzyme is localized in the endoplasmic reticulum and 
the tonoplast. This enzyme actively catalyzes chlorophyllide formation only when cells are disrupted. Arab
idopsis leaves with genetically enhanced CLH activity exhibit toxicity when fed to Spodoptera larvae, an i
nsect herbivore. Purified chlorophyllide partially suppresses the growth of the larvae. We showed that chl
orophyllase and chlorophyll form a two-component defense system against chewing herbivores.
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１．研究開始当初の背景 
 植物は、老化やストレス応答（生育環境の
変化、病原菌感染など）の際に大量のクロロ
フィルを分解する。クロロフィル分解に異常
があると、これらの老化、種子形成、病原菌
応答などに異常が現れることが知られてお
り、クロロフィル分解は植物にとって重要な
プロセスであることが明らかになっている。 
 研究開始当初、クロロフィル分解に関する
酵素が次々に同定され、これらの結果をもと
にスイスのHörtensteinerらによって、植物
におけるクロロフィル分解経路の経路が提
唱された。しかし、これらの経路の中に１０
０年前に存在が確認されたクロロフィラー
ゼ（クロロフィルのフィトール側鎖を分解す
る酵素：略称、CLH)は入っておらず、この
酵素が関与する新規のクロロフィル分解経
路があるのではないかと予想された。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、植物のクロロフィル分解経路
の全体像を理解するために、特に、クロロフ
ィル分解活性の高い CLH に焦点をあて、
CLH が触媒するクロロフィル分解経路があ
るのではないかとの仮説のもと、研究をおこ
なった。特に、CLHがどのような条件下で、
クロロフィル分解に影響を与えるか、CLHは
細胞内でどこに局在するか、という点の検証
を端緒に新規のクロロフィル分解経路の発
見を目指した。 
 また、研究を進めて行く中で、CLH は実
は、インタクトな細胞内でクロロフィルを分
解しているのではなく、細胞が破壊された際
にクロロフィルを分解していることがわか
ってきた。そこで、なぜ、細胞が破壊された
際にクロロフィルを分解するのか、という点
についても、研究を進めた。 
 
３．研究の方法 
 まず、CLH がクロロフィル分解にどのよう
な影響を与えるのかを調べるために、CLH を
欠く、シロイヌナズナの変異体(clh1, clh2
および clh1/clh2)において、クロロフィル分
解の様子をストレス条件下（すなわちメチル
ジャスモン酸処理条件下）において解析した。 
 また、CLH の細胞内局在を明らかにするた
めに、CLH と green fluorescent protein（具
体的には eYFP)の融合タンパク質を細胞内で
発現した。 
 また、細胞をスクロース密度勾配遠心法な
どによって可溶性画分、膜画分に分画した。
さらに、膜画分を界面活性剤で可溶化し、細
胞膜、小胞体膜、液胞膜、チラコイド膜など
に分画し、抗 CLH 抗体を用いてイムノブロッ
ティングによって、どの細胞の分画に CLH が
存在するのかを調べた。 
 さらに、研究を進める中で、CLH が昆虫の
幼虫などに対する防御に関与しているとい
う可能性が考えられたことから、CLH を過剰
発現する形質転換シロイヌナズナをハスモ

ンヨトウの幼虫に投与することによって、
CLH の防御活性（昆虫に対する毒性）を調べ
た。 
 
 
４．研究成果 
 CLH-eYFP をシロイヌナズナで過剰発現し
たところ、細胞内の網目状の構造に eYFP の
シグナルが観察されたことから、CLH は液胞、
または小胞体に局在すると考えられた。さら
に、スクロース密度勾配遠心法による細胞分
画によって、やはり、CLH は液胞および小胞
体膜に局在することが明らかとなった。 
 また、CLH を欠くシロイヌナズナの変異体
では、老化やストレス条件下（メチルジャス
モン酸処理）においたところ、野生型とこれ
らの変異体の間に、クロロフィル分解の程度
に差は見られなかった。 
 さ ら に 、 CLH の 反 応 産 物 で あ る
Chlorophyllide の生成を、生葉を破砕した場
合と、凍結葉を破砕した場合で比較した場合、
生葉を破砕した場合でのみ、chlorophyllide
の生成が見られることがわかった（図１）。
これらの結果は、葉を破砕する前には
chlorophyllide は蓄積しておらず、葉を破砕
す る 際 に 、 酵 素 活 性 に よ っ て 、
chlorophyllide がせいせいすることを示し
ている。これらの結果から、CLH は細胞内で
のクロロフィルの分解には関与しておらず、
葉の細胞が破壊されたときに活性を示すと 

図１ シロイヌナズナ生葉と凍結葉の抽出液にお
ける、chlorophyllide 生成レベルの比較。野生型
(WT)シロイヌナズナの葉（0 と記載されているサ
ンプルは、メチルジャスモン酸処理なし、M と記
載されているサンプルはメチルジャスモン酸処理
あり）４度でのアセトンでの抽出、−３０度でのア
セトンでの抽出、ジメチルフォルムアミド(DMF）
での抽出の３種類の方法を比較。 
 
考えられた。 
 そこで、CLH は葉の細胞を破壊するタイプ
の草食昆虫に対する防御応答に関わってい
るのではないかと仮説をたて、CLH を過剰発



現するシロイヌナズナをハスモンヨトウの
幼虫に投与したところ、成長の抑制と殺虫活
性を示した。また、精製した chlorophyllide
をハスモンヨトウの幼虫に投与したところ、
同様に殺虫活性をしめした。これらの結果か
ら、CLH は細胞外で、細胞が破壊されたとき
にクロロフィルを分解し、その反応産物であ
る chlorophyllide が昆虫に対する殺虫活性
を示すことが明らかとなった。これは、100
年前の発見以来、不明であった CLH の生物学
的役割を明らかにするとともに、クロロフィ
ル分解の活性が植物の防御応答にも関与す
ることを示す、画期的な発見である。 
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